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古
文
書
解
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
第
二
十
回 

博
覧
会
へ
の
い
ざ
な
い 

出
典
：『
往
復
書
翰
留
・
乾 

〈
支
庁
〉』 

６
０
７
．
Ａ
４
．
０
７  

平
成
二
十
九
年
十
一
月 

東
京
都
公
文
書
館   

 

 
 

     

      

            

 

  

   

一
、 

史
料
「
京
都
府
宮
内
博
覧
会
開
場
に
付
同
府
よ
り
掛
合
書
各
国
人

へ
達
書
」
『
往
復
書
翰
留
・
乾 

〈
支
庁
〉
』
６
０
７
．
Ａ
４
．
０
７ 

明
治
八
年
（
一
八
七
五
） 

 

  

      

 

今
回
は
、
東
京
都
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
「
東
京
府
文
書
」

の
う
ち
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
京
都
府
が
東
京
府
に

あ
て
た
掛
合
書
（
依
頼
文
）
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

京
都
府
か
ら
の
依
頼
は
ど
ん
な
内
容
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
、
早
速
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 
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二
、 

史
料
の
解
読
／
読
み
下
し
例 
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【
解
読
文
】 

 

当
地 

御
所
内
ニ
於
而
来
ル
三
月
一
日
ゟ
百
日
之
間
内
外 

国
人
之
博
覧
会
開
場
ニ
付
横
文
引
札
百
五
十
葉 

右
会
社
ゟ
差
出
御
府
下
在
留
之
外
国
人
へ
普
ク
御
配 

達
相
願
度
旨
申
出
候
間
致
御
廻
候
此
段
至
急
御
取
計 

有
之
度
及
御
依
頼
候
也 

明
治
八
年
一
月
卅
一
日 

 
 

京
都
府 

東
京
府 

御
中 

追
而
右
引
札
は
以
陸
運
便
差
出
候
条 

此
段
御
承
知
有
之
度
候
也 

 

稟
告 

本
年
京
都
御
所
於
而
博
覧
会
を
催
し 

前
三
年
の
挙
と
同
し
く
来
三
月
一
日
よ
り 

六
月
八
日
迄
満
一
百
日
の
間
開
場
し
て
衆
庶
に 

縦
観
せ
し
む
此
間
ハ
外
国
人
之
入
京
を
許
し 

且
会
場
に
展
覧
之
為
出
品
令
む
へ
し
尤 

此
出
品
を
な
す
外
客
は
右
日
限
之
外
前
後 

一
週
日
つ
ゝ
滞
京
を
特
許
す
又
諸
規
則
ハ
前 

会
之
通
り
に
て
茲
ニ
外
客
を
招
待
す
る
は 

数
種
之
物
品
を
出
し
て
此
会
之
輔
翼
を 

乞
は
ん
か
為
也
将
本
年
之
会
ハ
日
本
全
国
に 

産
す
る
物
品
之
見
本
を
集
め
夫
々
其
出
処
を 

分
ち
陳
列
し
普
く
識
者
の
品
許
（
評
ヵ
）
を
請
ふ 

も
の
也 

明
治
八
年
一
月 

日
本
京
都
博
覧
会
長 
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【
読
み
下
し
例
】 

 
当
地
、
御
所
内
に
於
い
て
来
る
三
月
一
日
よ
り
百
日
の
間
、
内
外 

国
人
の
博
覧
会
開
場
に
付
き
、
横
文
引
札
百
五
十
葉 

右
会
社
よ
り
差
し
出
し
御
府
下
在
留
の
外
国
人
へ
普
く
御
配 

達
相
願
い
た
き
旨
申
し
出
で
候
間
御
廻
し
致
し
候
、
此
段
至
急
御
取
計
ら
い 

こ
れ
有
り
た
く
、
御
依
頼
に
及
び
候
也 

明
治
八
年
一
月
三
十
一
日 

 

京
都
府 

東
京
府
御
中 

追
而
、
右
引
札
は
陸
運
便
を
以
て
差
し
出
し
候
条
、 

此
段
御
承
知
こ
れ
有
り
た
く
候
也 

  

稟
告 

本
年
、
京
都
御
所
に
於
い
て
博
覧
会
を
催
し 

前
三
年
の
挙
と
同
し
く
来
三
月
一
日
よ
り 

六
月
八
日
迄
満
一
百
日
の
間
開
場
し
て
衆
庶
に 

縦
観
せ
し
む
、
此
間
は
外
国
人
の
入
京
を
許
し 

且
会
場
に
展
覧
の
た
め
出
品
せ
し
む
べ
し
、
も
っ
と
も 

こ
の
出
品
を
な
す
外
客
は
右
日
限
の
ほ
か
前
後 

一
週
日
つ
ゝ
滞
京
を
特
許
す
、
又
諸
規
則
は
前 

会
の
通
り
に
て
、
茲
ニ
外
客
を
招
待
す
る
は 

数
種
の
物
品
を
出
し
て
こ
の
会
の
輔
翼
を 

乞
わ
ん
が
た
め
也
、
は
た
本
年
の
会
は
日
本
全
国
に 

産
す
る
物
品
の
見
本
を
集
め
、
夫
々
其
出
処
を 

分
ち
陳
列
し
普
く
識
者
の
品
許
（
評
ヵ
）
を
請
う 

も
の
也 

明
治
八
年
一
月 

日
本
京
都
博
覧
会
長 

 

 

三
、
史
料
解
説 

 

京
都
府
か
ら
の
依
頼
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
三
月
一
日
か
ら
開
催
す
る
第
四
回

京
都
博
覧
会
の
チ
ラ
シ
を
東
京
に
在
留
す
る
外
国
人
に
配
布
し
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
で

し
た
。 

 

■
京
都
博
覧
会
の
は
じ
ま
り 

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
十
月
十
日
か
ら
十
一
月
十
一
日
に
か
け
て
、
日
本
初
の
博
覧

会
が
京
都
西
本
願
寺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
井
八
郎
右
衛
門
、
小
野
善
助
、
熊
谷
久
右

衛
門
の
豪
商
三
人
が
会
主
と
な
り
、
明
治
維
新
後
の
東
京
奠
都
に
よ
っ
て
活
気
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
京
都
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
、
会
期
三
十
三
日
間
に
一

万
一
千
人
余
が
来
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
京
都
府
と
民
間
が
合
同
で
京
都
博
覧
会

社
を
設
立
し
、
以
後
昭
和
三
年
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
毎
年
、
京
都
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

■
外
国
人
誘
致 

京
都
博
覧
会
社
主
催
に
よ
る
第
一
回
京
都
博
覧
会
（
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
三
月
十

日
～
五
月
三
十
一
日
）
に
は
、
七
百
七
十
人
の
外
国
人
が
来
場
し
ま
し
た
。 

当
時
、
外
国
人
は
「
外
国
人
遊
歩
規
程
」
に
よ
り
、
自
由
に
行
動
で
き
る
範
囲
は
、
居

留
地
と
そ
こ
か
ら
十
里
（
約
四
十
キ
ロ
）
以
内
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
も
し
、
外
国

人
が
こ
の
遊
歩
区
域
外
に
出
た
い
と
き
は
、
外
務
省
に
申
請
し
「
内
地
旅
行
免
状
」
を
発

給
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

京
都
府
は
、
外
国
人
に
も
博
覧
会
に
来
場
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
京
都
は

大
阪
の
川
口
外
国
人
居
留
地
か
ら
十
里
外
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
京
都
府
は
、

出
来
れ
ば
海
外
の
精
巧
な
器
物
も
出
品
し
て
貰
い
た
い
の
で
博
覧
会
期
間
中
に
限
り
外
国

人
の
入
京
を
許
可
し
て
欲
し
い
と
政
府
に
申
請
し
、
許
可
を
得
ま
し
た
。
今
回
の
史
料
中

に
「
前
三
年
の
挙
と
同
し
く
…
此
間
は
外
国
人
の
入
京
を
許
し
、
且
つ
会
場
に
展
覧
の
為

出
品
せ
し
む
へ
し
」
の
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、
翌
年
以
降
の
京
都
博
覧
会
に
お
い
て
も
こ

れ
と
同
様
の
措
置
が
取
ら
れ
ま
し
た
。 

 

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
第
二
回
京
都
博
覧
会
開
催
に
際
し
て
は
、
英
文
ガ
イ
ド
ブ
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ッ
ク
“The Guide to the Celebrated Places in Kyoto 

＆ the Surrounding for 

the Foreign Visitors 

”
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
開
催
会
場
で
あ
る

御
所
＊

に
つ
い
て
、「
博
覧
会
開
催
ま
で
は
、
公
家
や
高
官
以
外
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
人
々
は
こ
の
機
会
に
御
所
を
訪
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
い
る
（
日

本
語
訳
）」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
御
所
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は
、
庶
民
で
も
立
ち
入

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
明
治
維
新
後
庶
民
の
立
ち
入
り
は
禁
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
博
覧
会
は
、
普
段
は
入
る
こ
と
が
出
来
な
い
御
所
に
立
ち
入
る
こ
と
が
出
来
る
特

別
な
機
会
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
し
ょ
う
。
実
際
、
日
本
人
来
場
者
数
は
、
第
一

回
の
三
万
八
千
人
余
か
ら
七
十
万
七
千
人
余
へ
と
飛
躍
的
に
増
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

外
国
人
来
場
者
数
に
は
大
き
な
影
響
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
第
一
回
よ
り
も
減
少
し
て
い

ま
す
。 

 

＊
博
覧
会
場
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
は
本
願
寺
・
知
恩
院
・
建
仁
寺
、
第
二
回
か
ら
第
九

回
ま
で
は
大
宮
御
所
・
仙
洞
御
所
（
現
京
都
御
苑
内
）。
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
の
第

十
回
か
ら
は
、
京
都
御
苑
内
東
南
の
一
角
に
建
設
さ
れ
た
常
設
の
博
覧
会
場
を
使
用
。
明

治
三
十
年
（
一
八
八
七
）
年
に
は
岡
崎
（
現
左
京
区
）
に
博
覧
会
館
が
建
設
さ
れ
、
大
正

三
（
一
九
一
四
）
以
降
は
岡
崎
の
京
都
市
勧
業
館
が
会
場
と
な
っ
た
。（
京
都
歴
史
資
料
館

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム 

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
京
都
「
都
市
史29
京
都
の
博
覧
会
」 

https://www2.city.kyoto.lg.jp/somu/rekishi/fm/nenpyou/htmlsheet/tosh

i29.html#top

） 

 

■
欧
文
引
札 

引
札
と
は
、
広
告
と
し
て
配
布
さ
れ
た
印
刷
物
、
つ
ま
り
チ
ラ
シ
で
す
。 

こ
う
し
た
チ
ラ
シ
が
、
前
三
回
の
博
覧
会
開
催
に
お
い
て
も
外
国
人
に
配
布
さ
れ
て
い

た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
す
が
、
下
表
の
よ
う
に
、
外
国
人
来
場
者
数
は
第
一
回
か
ら
二

回
、
三
回
と
回
を
重
ね
る
ご
と
に
減
少
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
第
四
回
開
催
に
あ

た
っ
て
、外
国
人
に
広
く
周
知
す
る
目
的
で
欧
文
引
札
を
作
成
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
結
果
は
、
四
百
五
名
と
前
回
よ
り
も
減
少
し
て
い
ま
す
。 

  

（
表
）
第
一
回
か
ら
第
四
回
ま
で
の
会
期
と
外
国
人
来
館
者
数 

 

史
料
の
英
文
で
記
さ
れ
た
引
札
を
見
て
み
る
と
、
明
治
は 

“Meiji 

”
で
は
な
く 

“Meidzi

”、
京
都
も 

“Kyoto 

”
で
は
な
く 

“Kioto 

”
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
現

在
と
は
異
な
る
綴
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。 
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（
完
） 

 

第
四
回 

第
三
回 

第
二
回 

第
一
回 

 

明
治
八
年
三
月
一
日
～
六
月
八
日
（
百
日
）

 
 
 

 

明
治
七
年
三
月
一
日
～
六
月
八
日
（
百
日
）

 
 
 

 

明
治
六
年
三
月
十
三
日
～
六
月
十
日 

（
九
十
日
） 

明
治
五
年
三
月
十
日
～
五
月
三
十
一
日
（
八
十
日
） 

会 
 

期 
 
 
 
 

（ 

）
内
は
日
数 

四
百
五
人  

五
百
十
七
人 

六
百
三
十
四
人 

七
百
七
十
人 

外
国
人
来
館
者 

https://www2.city.kyoto.lg.jp/somu/rekishi/fm/nenpyou/htmlsheet/toshi29.html#top
https://www2.city.kyoto.lg.jp/somu/rekishi/fm/nenpyou/htmlsheet/toshi29.html#top

